
提

出

者

植

田

至

紀

平
成
十
五
年
二
月
二
十
日
提
出

質

問

第

二

三

号

「
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
」
等
と
教
育
分
野
に
お
け
る
規
制
緩
和
に
関
す
る
質
問
主
意
書

23



「
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
」
等
と
教
育
分
野
に
お
け
る
規
制
緩
和
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
、
ト
ヨ
タ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
等
の
財
界
の
出
資
に
よ
る
「
全
寮
制
男
子
校
」
設
置
の
構
想
が
あ
る
が
、
国
家
政
策
と
し
て

男
女
共
同
参
画
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
い
ま
、
性
別
に
特
化
し
た
学
校
設
立
に
は
、
時
代
錯
誤
と
い
う
印
象
を
禁
じ
得
な
い
。

教
育
は
、
両
性
の
平
等
を
基
礎
と
す
べ
き
で
あ
り
、
教
育
分
野
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
「
両
性
の
平
等
」
「
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
」
が
損
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
立
場
か
ら
質
問
す
る
も
の
で
あ
る
。

�

今
後
、
性
別
に
特
化
し
た
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
は
、
「
男
女
共
同
参
画
」
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。

�

教
育
分
野
に
お
い
て
「
規
制
緩
和
」
が
図
ら
れ
る
と
し
て
も
、
「
両
性
の
平
等
」
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
目
指
す
た

め
に
、
教
育
内
容
に
格
段
の
配
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

�

学
校
設
立
の
認
可
に
あ
た
っ
て
は
「
男
女
共
同
参
画
」
へ
の
配
慮
を
そ
の
判
断
基
準
の
ひ
と
つ
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

性
別
別
の
新
設
校
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
教
育
内
容
に
お
い
て
「
男
女
共
同
参
画
」
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ

る
べ
き
か
。

�

現
行
の
教
育
基
本
法
に
お
い
て
、
学
校
新
設
の
認
可
を
求
め
設
立
さ
れ
、
教
育
基
本
法
の
理
念
を
尊
重
す
る
立
場
を
と
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
学
校
に
対
し
て
、
教
育
基
本
法
等
が
改
正
さ
れ
た
場
合
に
、
「
理
念
」
「
教
育
方
針
」
に
お
い
て
、
新

一



た
な
教
育
基
本
法
等
に
従
う
よ
う
変
更
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


